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英 語 
 

時間：10：00～11：00 
 

＊ 英和・和英辞典持込可（電子辞書不可）＊ 
 
問．以下の英文を読み，全文を日本語に訳しなさい． 
 
Case Studies  
After a trauma to the brain, there are sometimes breakdowns in apparently isolated 
components of cognitive performance (see Farah, 1989; Fromkin et al., 1974; and Sacchett & 
Humphreys, 1992, papers). Thus, studying these individuals and their deficits may provide 
insights into the cognitive architecture, For example, there is the classic case of HM, an 
individual whose medial temporal lobes were removed in an attempt to relieve epilepsy. HM 
produced severe memory deficits on explicit test, although his performance on implicit memory 
tests was relatively intact. This is an example of a dissociation, the impairment of one ability 
but not another. A dissociation suggests that the two processed rely on different brain areas (i. 
e., that implicit and explicit memory relay on different brain areas).   
   Of particular interest are double dissociations, the finding of both patterns of impairment 
and sparing. For example, two very different patterns of language impairment have been 
observed following damage to two different brain areas ( see Geschwind, 1972, paper). Broca’s 
aphasics (who have damaged to left temporal areas near where they meet occipital and parietal 
areas) have impaired comprehension processed but relatively fluent speech production. Double 
dissociations provide stronger evidence for the two processes being linked to two distinct brain 
areas; a single dissociation may occur when a process normally conducted by the damaged 
brain area is rerouted to a different pathway or compensated for via an atypical strategy.  
 
出典 Balota, DA. (2004). Cognitive Psychology. Psychology Press, New York. Pp. 8-9. 

以上 

この部分に記載されている文章については、

著作権上の問題から公表することができません。
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専 門 
 

時間：11：20～12：20 
 
 
大問１． 以下の問いに答えなさい．（各 20 点） 

（１）心理療法の効果研究とは何か、これまでの効果研究を通して明らかになったことに

ついてまとめなさい。 

 

（２） MMSE と HSD-Rを比較し、それぞれの特徴について説明しなさい。 

 

 
大問２． 以下の心理学用語について説明しなさい．（各 10 点） 

（１） J.Piaget 

 

（２） マガーク効果 

 

（３） 社会的公正理論 

 

（４） 社会情動的選択性理論 

 

（５） 複雑性 PTSD 

 

（６） 学習方略 
  



大問３． 以下の問題ごとの正しい選択肢を選びなさい．（各 5 点） 

問題 1 一次予防に該当する行動として、最も適切なものを 1 つ選びなさい。 

1 うつ病を再発させないために、カウンセリングを受ける。 

2 心臓発作の再発を伏せぐため、薬物治療を受ける。 

3 社内の健診結果で異常を指摘され、精密検査を受けた。 

4 がんの疑いがあるため、がん検診を受ける。 

5 糖尿病にならないように、運動習慣やバランスの良い食生活を心掛ける。 

 

問題 2 次の選択肢から、散布度に該当するものをすべて選びなさい。   

1 分散 

2 平均偏差 

3 モード 

4 範囲 

5 偏差値 

 

問題 3 睡眠の特徴として，最も適切でないものを一つ選びなさい。  

1 レム睡眠中は高速な眼球運動が生じる。 

2 ノンレム睡眠中は成長ホルモンが分泌される。 

3 レム睡眠中は知覚情報の入力は抑制される。 

4 ノンレム睡眠中は体の筋肉が弛緩する。 

5 レム睡眠中は視覚野の活動が活発になる。 

 

問題 4 情動感染のうち，集団内で情動感染が波及する効果を１つ選びなさい。   

1 ripple effect 

2 band wagon effect 

3 hallo effect 

4 windsor effect 

5 stroop effect 

 

問題 5 主線の長さ 100mm、矢羽の長さ 30mm、鋏角 30°のミュラーリヤー錯視の錯視量を測定するこ

とになった。100mm の線分を提示し、これを 100 とした場合に見えの長さの判断を求める手法を用い

た。この研究方法として適切なものを選びなさい。 

1 ME 法 

2 調整法 

3 VAS 

4 SD 法 

5 恒常法 

6 一対比較法 



問題 6 乳児期の発達に関する心理学的研究手法について、正しいものを 1 つ選びなさい。 

1 馴化−脱馴化法は、異なる刺激を次々と呈示し、乳児の関心の変化を確かめる。 

2 スティルフェイス実験は、他者との相互作用において、乳児がどれだけ無表情になるかを見る。 

3 選好注視法は、乳児に 2 つの視覚刺激を交互に続けて呈示し、どちらに対して長く注視するかを見

る。 

4 期待違反法は、乳児が知っていることとは異なる事象を呈示して、乳児がどれだけ興味や驚きを示

し、長く注視するかを見る。 

 

問題 7 特別支援教育について、正しいものを 1 つ選びなさい。 

1 私立学校では実施されていない。 

2 特別支援学校教諭免許状が必須である。 

3 対象となる障害種別は発達障害と知的障害である。 

4 特別支援学校及び特別支援学級の 2 か所で行われる。 

5 就学に際して専門家及び保護者の意見聴取が義務づけられている。  

        

問題 8 精神物理学と関係のある人物を選びなさい。 

1 W.James 

2 H. L. F. von Helmholtz 

3 G. T. Fechner 

4 S.S.Stevens 

5 H.Ebbinghaus 

 

問題 9 心身症に関連した概念について，正しいものを 1 つ選びなさい。  

1 心身症は心が原因の病気であり，身体機能の障害である。     

2 進学や結婚は，気管支喘息の増悪に関与しない。       

3 アレキシサイミア（失感情症）とは，以前楽しめていた活動に対して楽しめない状態を意味する 

4 心身症の患者は社会的には適応上の問題は持っていない人も多い。   

5 タイプ A 型行動パターンは，消化性潰瘍のリスク要因である。 

        

問題 10 DV（ドメスティクバイオレンス）の被害者への心理的支援の方法には，以下のようなものが

ある。このうち最も早く求められる支援を 1～5 の中から選びなさい。  

1 二次被害の防止       

2 DV や PTSD に関する心理教育       

3 安全確認と危機介入       

4 支援情報の提供       
 
 

以上 


